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ハーブガーデン  リニューアル！
　４月 29 日、池田町ハーブセンター東側にあるハーブガーデンのリ
ニューアル植栽イベントを開催しました。
　池田町を「花とハーブの里」として再発信し、スローガンでもある美
しいまちづくりを進めていくため、これからも皆さまの応援とご協力を
お願いします。

池田町創生　日本一美しいまちを目指します
　池田町役場では「池田町第５次総合計画」および「あづみ野池田総合戦略」
の目指す姿の実現に向け、このスローガンのもと取り組んでまいりました。
　４月には課題の解消や重点施策の展開のため、「企画政策課」や「消防防
災係」を新設するなどの組織改正も行いました。
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と
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余
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振
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。
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流
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う
に
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消防団飛躍の一年
　６月 11 日の池田町ポンプ操法大会で優勝
した第１分団１部（ポンプ車操法の部）、第２
分団１部（小型ポンプ操法の部）は大北大会に
おいてそれぞれ優勝を果たし、７月 30 日に行
われた県大会ではポンプ車操法の部で３位入
賞という輝かしい結果を収めました。

ツルヤ池田店がオープン
　６月９日、一丁目に池田ショッピング
パークがオープンしました。
　食品スーパーのツルヤ池田店を中心に
複数の店舗が並び、オープン後もにぎわい
を見せています。

過去最多の応募
　８月25日～27日にかけて開催した「第
11回てるてる坊主アート展」には、これまで
で最多となる、2,500点余りの応募がありま
した。
　全国各地から集まったてるてる坊主たち
が、あづみ野池田クラフトパークに吹く風
を気持ちよさそうに感じていました。

森
も り

林の里親契約の更新
　９月 22 日、住友理工株式会社＝愛知県小牧市＝
との「森林の里親促進事業」の契約更新調印式を行
いました。
　住友理工株式会社とは、平成 20 年からこの契約
を通じて、大峰高原を対象とした森林整備のための
資金提供や、社員による森林整備ボランティア、広津
地区の皆さんとの交流など、親交を深めてきました。
　今回の契約更新によって、平成 30 年から５年間継
続して行われます。
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。
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。
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。
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。
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各
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の
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と
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携
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す
。

平
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画

　

町
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な
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車
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等
の
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こ
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し
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す
。
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。
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。

　

除
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方
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１
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か
ら
４
次
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に
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分

し
て
行
い
ま
す
。

【
１
次
除
雪
】

・
積
雪
量
お
お
む
ね
10
㎝
以
上
20
㎝
未
満

　

町
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
主
要
な
道
路
を
除
雪

委
託
契
約
者
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

【
２
次
除
雪
】

・
積
雪
量
20
㎝
以
上
40
㎝
未
満

　

１
次
除
雪
の
道
路
に
加
え
て
、
町
が
指
定
し
た
道

路
を
除
雪
委
託
契
約
者
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

【
３
次
除
雪
】

・
積
雪
量
40
㎝
以
上

　

町
長
を
本
部
長
と
す
る
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、

町
内
に
あ
る
除
雪
機
械
を
フ
ル
活
用
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
総
出
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

【
４
次
除
雪
】

・
積
雪
量
が
多
く
３
次
除
雪
に
支
障
を
き
た
す
場
合

　

豪
雪
対
策
本
部
会
議
で
排
雪
路
線
及
び
排
雪
の
時

期
等
を
決
定
し
、
関
係
者
の
協
力
の
も
と
排
雪
除
雪

し
ま
す
。
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と
親
し
み
、
地
域
ぐ
る
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で

除
雪
に
ご
協
力
を
！
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豪雪対策本部 
         組 織 図 

本部員 

教 育 長 

課   長 

総務課/建設水道課

除雪機械所有者 

本部長 

町   長 

副本部長 

副 町 長 

現地本部 

防災会長・自治会長



除雪作業にあたってのお願い

１　道路除雪作業で各戸の玄関先に残った雪の除去にご協力をお願いします
　　除雪作業は、道路上の雪を道路端に寄せる作業のため、どうしても各戸の入口に雪が残ってし
　まいます。寄せられた雪については、除雪車が通った後、各戸での除雪をお願いします。
　　また、ゴミステーションやバス停、歩道等の除雪にもご協力ください。

２　道路への雪出しをしないでください
　　道路への雪出しは県条例で禁止されています。道路に出された
　　雪は、圧雪され凸凹状態になり　事故を誘発します。

３　路上駐車をしないでください
　　路上駐車は、除雪作業の妨げになります。

４　水路への雪捨てをしないでください
　　水路に雪を流すと、下流で詰まり水があふれる原因になります。
　　※当町の水路は多雪地区にみられる「流雪溝」の構造にはなっていません。

５　雪捨場には雪以外のものを持ち込まないようにしてください
　　雪と一緒に土砂やゴミなどを持ち込まないようにしてください。
　■早朝など気温の低い時の雪かきは、心臓病や高血圧の方には大変な負担となります。
　　無理をせず事故のないよう注意しましょう。 

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
排
雪
に

備
え
て
雪
捨
場
を
確
保
し
ま
す
。

①
「
ア
ル
プ
ス
広
場
」
サ
ッ
カ
ー
場
南

（
あ
づ
み
病
院
西
河
川
敷
）

②
「
あ
づ
み
野
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
」

（
安
曇
養
護
学
校
南
西
河
川
敷
）

　

利
用
の
際
は
雪
を
奥
の
方
か
ら
置
い

て
く
だ
さ
い
。

※
町
内
を
通
過
す
る
県
道
４
路
線
は
、
大
町
建
設
事
務
所
の
委
託

業
者
が
除
雪
し
ま
す
。

　

・
主
要
地
方
道
大
町
明
科
線

　

・
県
道
上
生
坂
信
濃
松
川
停
車
場
線

　

・
県
道
原
木
戸
安
曇
追
分
停
車
場
線

　

・
県
道
宇
留
賀
池
田
線

※
高
瀬
川
大
橋
（
池
田
～
松
川
）
と
高
瀬
橋
（
池
田
～
穂
高
）
の

歩
道
は
凍
結
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
の
う

え
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
業
者
が
除
雪
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】

・
除
雪
に
関
す
る
こ
と
：
建
設
水
道
課　

℡
62
‐
３
１
３
０

・
県
道
除
雪
に
関
す
る
こ
と
：

　
　
　
　
　

大
町
建
設
事
務
所
維
持
係　

℡
22
‐
５
１
１
１

※
豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
場
合

・
豪
雪
対
策
本
部 

：
総
務
課    　
　

  　

℡
62
‐
３
１
３
１
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物件番号１ 会染小学校旧校長住宅（林中）

地目・種類 面積 最低売却価格 入札保証金

㎡00.392地宅地土

㎡03.08宅居物建

物件番号２ 和合旧教員住宅（59-10、59-11）

地目・種類 面積 最低売却価格 入札保証金

㎡86.492地宅地土

㎡47.29共同住宅物建

物件番号３ 和合旧教員住宅（60-12、60-13）

地目・種類 面積 最低売却価格 入札保証金

㎡03.003地宅地土

㎡47.29共同住宅物建

物件番号４ 旧池田交番跡地（五丁目）

地目・種類 面積 最低売却価格 入札保証金

円千７万001円万700,1㎡41.834,1地宅地土

物件番号５ 東町公民館跡地

地目・種類 面積 最低売却価格 入札保証金

円千５万51円万551㎡46.901地宅地土

物件番号６ 吾妻町ふれあいセンター東隣

地目・種類 面積 最低売却価格 入札保証金

雑種地 688㎡

宅地 72.19㎡
土地

池田町大字池田2156番26
684万円 68万４千円

池田町大字池田2156番23

所在・地番・構造

池田町大字池田2113番５

所在・地番・構造

所在・地番・構造

池田町大字池田1908番２

所在・地番・構造

池田町大字会染5707番13
251万円 25万１千円

木造亜鉛メッキ鋼板葺平家建

所在・地番・構造

池田町大字会染5707番93
238万円 23万８千円

木造亜鉛メッキ鋼板葺平家建

所在・地番・構造

池田町大字会染4982番１
589万円 58万９千円

木造瓦葺平家建

　池田町は、使用する予定のない不動産の払下げを行います。一般競争入札により払下げをしま
すので、購入を希望される方は期間内に入札参加申込みをしてください。

　申込みに際して、「町有不動産売却応募要領」をご覧の上、平成 29 年 12 月 1 日（金）～平成
30 年 1 月 9 日（火）に役場企画政策課で申込みをしてください。印鑑登録証明書、住民票など
の書類の他、入札保証金の納入が必要です。「町有不動産売却応募要領」は役場企画政策課でお
配りしています。また、町のホームページでも内容をご覧いただけます。

【入 札 日】　　平成 30 年１月 17 日（水）
【入札場所】　　池田町役場２階　中会議室
【売却する不動産】　下記のとおり

【問い合せ先】　企画政策課 財政係　℡ 62-3129
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町の所有する不動産 売ります



【問い合せ先】　企画政策課 町づくり推進係　℡ 62-3129

　財団法人自治総合センターおよび公益財団法人長野県市町村振興協会では宝くじの社会貢献広
報事業として、宝くじの受託事業収入を財源としたコミュニティ助成事業を行っています。
　平成 29 年度は 2 つの自治会と 1 つの自主防災会がこれらの助成金を活用して各種備品を整備
し、地域コミュニティ向上を図りました。

半在家自治会
地域のコミュニティ活動のため、集落センターの備品（テレビ、机、椅子

など）を購入しました。

広津自治会
地域のコミュニティ活動のため、交流事業用備品（エアーテント、電動エ

アーポンプ）などを購入しました。

一丁目自主防災会
地域防災活動のため、防災備品（リヤカー、ポータブルトイレ、椅子など）

を購入しました。
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コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）を活用した
地域コミュニティの推進



　このたび、池田保育園と会染保育園の活
動が、「自然保育に関する活動の質の高さ
や内容の充実がある」と認められ、２園と
も「信州やまほいく」に認定されました。
　恵まれた池田町の自然に改めて目を向け、
様々な体験を通して、子どもたちの生きる
力を育みます。
　今後も子どもたちが心身共に健康で心豊
かに成長できるよう取り組んでいきます。

【問い合せ先】認定こども園　池田保育園　℡ 62-2043

　　　　　　　認定こども園　会染保育園　℡ 85-5508

「信州やまほいく」に池田町認定こども園が認定

　信州型自然保育認定制度「信州やまほいく」とは
豊かな自然と地域資源を活用した活動を積極的に取り入れた

保育・幼児教育を行う施設を長野県が認定する制度です。

　平成 29 年４月の池田町役場の組織改正の際に、「保育課」の業務を教育委員会の「教育課」に
移管し、「教育保育課」へ改称しました。
　この課は、池田と会染の２つの「認定こども園」と認定こども園に関する事務を担当する「保育
係」、小学校、中学校を担当する「学校総務係」、池田と会染の２つの「児童センター」からなり、
これらの施設、係が連携し幼児期から義務教育までの一体的な教育を目指します。

《主な業務》

小学校、中学校

認定こども園

児童センター

文化財

《セカンドブック事業》

　教育保育課では親子で本に親しんでもらうことを目的に、毎
年小学１年生を対象に本のプレゼントを行っています。
　この事業を６か月児を対象に本をプレゼントする「ファース
トブック」に続く事業と
してセカンドブックと名
付け、町図書館の司書が
選定した 30 冊の中から
それぞれの児童が選んだ
１冊をプレゼントしてい
ます。
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池田町役場の新体制紹介⑧ 教育保育課



【問い合せ先】　健康福祉課 健康増進係　℡ 61-5000

■材料（２人分）
・ダイコン　　　　　　　５㎝位（200 ｇ）
・焼き鮭（鮭フレーク）　１/ ３切（25g）
・ごま油　　　　　　　　小さじ１～２
・だし汁　　　　　　　　150ml
・ダイコンの葉　　　　　適宜

■作り方
１．ダイコンは皮をむき、食べやすい大きさに切る。
２．フライパンにごま油を熱しダイコンを炒める。
　　ダイコンに軽く焦げ目がついたら、だし汁とほぐした焼き鮭を加え、
　　だし汁がなくなるまで煮る。
　※ダイコンの葉があれば食べやすい大きさに切って、一緒に煮るのも
　　おすすめです。

《関連レシピ》ダイコンの炒め煮

　和食に欠かせないダイコンは、じつは歴史の古い野菜で 4,000 年前のエジプトではすでに栽培され、

タマネギやニンニクとともにピラミッド建設の従事者たちが食料にしていたとの記録があります。日本

には縄文・弥生時代に伝わり、『古事記』にも記載が見られるなど、最も古くから親しまれている野菜

の一つです。　　　　　　　

　ところで、ダイコンにジアスターゼという消化酵素が含まれてい

ることをご存知ですか？ でんぷんを分解する酵素で、胸やけや胃

もたれの改善に効果があります。天ぷらや焼き魚に大根おろしが添

えられていることがありますが、これは理に適っていると言えます

ね。酵素は熱に弱いので効果を期待する場合は生食がおすすめで

す。ちなみに、辛味のある下の部分は、辛味の少ない上の部分に比

べてより多くの酵素が含まれています。

　余談ですが、私の故郷（横須賀市）にほど近い神奈川県の三浦市

では、「三浦ダイコン」という中太りで大型の特産ダイコンがあり

ます。市場には年末の一時期しか流通しませんが、煮崩れしにくく

煮物やおでんにするととても美味しいですよ。

　次回１月号は、「長ネギ」について紹介します。

第７回 ダイコン ～消化酵素ジアスターゼ～

３㎏ほどの重さがある三浦ダイコン
（写真提供：三浦市農業協同組合）
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〈連載コラム〉野菜は愉しい！ 野菜ソムリエ
鈴木 俊輔（地域おこし協力隊）

《「食育推進計画」推進中！毎月 19日は“食育の日”》



　平成 26 年 12 月４日に池田町の特産品開発担当の地域おこし協力隊に着任し、この度 12 月３日を
もちまして任期満了となります。
　人生の中でもとても密度の濃い３年間でした。着任当初は知り合いもいない町で、特別な能力もない
私がやっていかれるかどうか不安もありましたが、知り合いも徐々に増え、町内でも声をかけていただ
けるようになり、いつの間にか充実した毎日となっていました。

◆密度が濃く、楽しい３年間でした。ありがとうございました。担当：産業振興課　中平 生恵

　最後に私事ですが、池田町に来てからこちらで出会った方と縁
あって、昨年結婚しました。夫とも相談し、今後も当面は池田町に
住む予定でおります。町で見かけた際は、声をかけていただけると
うれしいです。
　今、振り返って思うことは、本当にたくさんの方に支えていただ
くことによって、私の活動は成り立っていたということです。この
３年間、池田町の皆さんに見守られて活動できていたことを実感し
ています。これからは、一町民として、池田町の発展に関わってい
かれたらと思っています。
　３年間、本当にありがとうございました。

ラベル事業

　最初の約１年間は観光協会に席を置かせていただき、様々なイベ
ントを通して池田町の素晴らしいところをたくさん知ることができ
ました。また、多くの方と知り合うことで、じっくり「人づくり」
できたことが、その後の活動の糧となりました。
　２年目からは役場庁舎内の産業振興課に席を移し、ラベル事業や
まかないシェアハーブガーデンなどの事業も始まり、ますます充実
した活動を行うことができました。
　ラベル事業では、私がデザインしたラベルが使われた商品をハー
ブセンターやファミリーマートの直売で見かけることがあり、役立
てたことをうれしく思います。
　まかないシェアハーブガーデンでは昨年の５月から毎月ワーク
ショップを行ってきました。毎回のように参加してくださる方に
は、本当に助けていただき、また、新しく参加してくださる方との
出会いがとても楽しみでした。町民の方へのハーブの浸透を目的と
したワークショップでしたので、せん越ながら多少は目的を達成で
きたのではないかなと思っています。
　まかないシェアハーブガーデンは、「まかない」という名のとお
り、できるだけお金をかけずに町民の皆さんからご厚意で材料を提
供していただき、草だらけだった空き地がちょっと素敵なハーブ
ガーデンになりました。ご協力いただいた皆さん、本当にありがと
うございました。

素敵な仲間ができました

てるてる坊主アート展への出店

毎月のワークショップ
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 № 34



　10 月 27 日から 29 日まで開催された「池田町みんなの文化祭【作品
展示】」。初日は気持ちのよい気候でしたが、２日目からは天気が崩れ、
雨が降ったりやんだりでした。体験コーナーはそんな天候でも盛況でし
たが、その中でも大盛況だったのが公民館主催「古代着火術に挑戦　ま
いぎり式火おこし」です。
　多くの方がはじめは火がつくのか半信半疑でしたが、他の人の様子を
見るなど試行錯誤で果敢に挑戦し、３日間で 60 人以上の方が火おこし
に成功しました。
　文化祭を充実させようとする初の試みでしたが、多くの方に楽しんでもら
えてよかったです。私自身も皆さんと一緒に楽しむことができました。
　体験された皆さん、ありがとうございました。

◆火おこし行いました！　担当：生涯学習課　小林 駿友

【火おこしの手順】

①火
ほ ぐ ち

口づくり
まず麻ひもをほどき、「とりの
す」のような形を作ります。

②火種づくり
火おこし機を上下に動かし、
木くずが塊になるまで一生懸
命がんばります。

③火口に火種を移す
塊になった木くずを火口に移
し、息を吹き続けると火が出
てきます。

成功しました～
みんな揃って記念撮影！

今回使用した火おこし機
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池
田
町
で
は
、
飲
食
店
な
ど
で
の
食
べ
残
し
を
減
ら
す
取
り
組

み
の
一
つ
で
あ
る
、
「
30
・
10
（
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
）
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

忘
年
会
・
新
年
会
な
ど
の
宴
会
が
多
く
開
催
さ
れ
る
こ
の
時

期
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
に
、
「
最
初
の
30
分
と
最
後
の
10

分
間
」
は
自
分
の
席
に
つ
い
て
お
料
理
を
楽
し
み
、「
た
べ
き
り
」

で
気
持
ち
の
い
い
宴
会
に
し
ま
せ
ん
か
？

30
・
10
（
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
）
運
動
と
は
・
・
・

　

宴
会
時
に
最
初
の
30
分
、
最
後
の
10
分
は
自
分
の
席
で
料
理
を

楽
し
み
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す
運
動
で
す
。
会
食
、
宴
会
時
で
の

食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
に
、
以
下
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

３
つ
の
ル
ー
ル

①
注
文
の
時
は
、
年
齢
層
や
男
女
比
に
合
わ
せ
て
適
量
を
注
文
し

ま
し
ょ
う
。

②
乾
杯
後
、
30
分
間
は
席
を
立
た
ず
、
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

③
お
開
き
の
前
、
10
分
間
は
自
分
の
席
に

戻
っ
て
、
も
う
一
度
料
理
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
せ
先
】
住
民
課 

環
境
整
美
係

　

℡
62-

２
２
０
３

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！  

30
・
10
運
動

さ
ん
ま
る
　
い
ち
ま
る



◆
救
命
処
置
の
習
得

　

池
田
町
消
防
団
で
は
地
震
等
に
よ
る
外
傷
を
想
定
し
、
出
血

や
骨
折
に
対
す
る
救
命
処
置
を
全
団
員
が
習
得
し
実
践
で
き
る

よ
う
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
救
護
班
の
団
員
は
救
命
講
習
の
受
講
を
積
極
的
に

行
い
救
急
部
門
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

「
段
ボ
ー
ル
や
雑
誌
等
を
用
い
た
骨
折
部
の
固
定
法
」
「
三
角

巾
や
タ
オ
ル
、
手
ぬ
ぐ
い
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
を
用
い
た
止
血
と

被
覆
法
」
等
の
応
急
手
当
を
身
に
付
け
て
、
万
が
一
の
事
態
に

備
え
て
お
り
ま
す
。

◆
倒
壊
家
屋
等
か
ら
の
救
出
技
術
の
習
得

　

地
震
等
の
災
害
の
際
、
倒
壊
し
た
建
物
や
柱
等
の
下
敷
き
に

な
っ
た
要
救
助
者
を
救
出
す
る
技
術
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。
消

防
署
職
員
の
指
導
の
も
と
、
バ
ー
ル
や
ジ
ャ
ッ
キ
等
を
使
用
、

枕
木
・
木
材
等
を
有
効
活
用
し
、
安
全
か
つ
迅
速
な
救
出
技
術

の
習
得
を
団
員
一
同
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

◆
地
震
総
合
防
災
訓
練

　

８
月
27
日
の
池
田
町
地
震
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
ブ
ー

ス
型
の
救
急
訓
練
、
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
自
治
会
か
ら
１
０
２
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
町
民
の

方
々
に
も
「
応
急
手
当
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
訓
練
」
「
倒
壊
し
た

建
物
や
柱
等
に
下
敷
き
に
な
っ
た
要
救
助
者
の
救
出
訓
練
」
を

そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

住
民
の
方
と
一
緒
に
体
験
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
い
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
我
々
消
防
団
員
は
火
災
予
防
、
消
火
・
水
防
活
動
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
災
害
に
対
す
る
よ
り
高
い
知
識
と
多
岐
に
渡

る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】　

池
田
町
消
防
団
（
総
務
課
消
防
防
災
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
62-

３
１
３
１

　

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
突
然
の
怪
我
や
、
倒
壊
し
た
家
屋
等
の
下
敷
き
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
等
に
受
診
で
き
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
応
急
手
当
や
救
命
処
置
で
す
。
こ
れ
ら
の
手
法

を
習
得
し
て
お
け
ば
症
状
・
事
態
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地震総合防災訓練での救急・救助訓練の様子
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池
田
町
消
防
団
報

　
　
災
害
に
備
え
て  

～
応
急
手
当
と
救
命
処
置
～



〈第７回　ローズマリー〉

　チキンの香草焼きなどでも有名なローズマリーですが、近年は認知症予防の
効果や集中力を高める効果が期待されています。心も体も温まるホットワイン
などはいかがでしょうか。アルコールをとばすので、ヨーロッパでは子供の風
邪予防などにも用いられていたようです。

【立性】アープなど　※枝が垂直に伸びる

【半ほふく性】モーツァルトブルーなど

【ほふく性】プロストラータスなど　※枝が水平ぎみに伸びる

○肉の臭み消しに
　葉を煮込み料理などに用いると肉の
臭み消しとして用いることができます。
オリーブオイルでソテーしてもよい。

○防虫効果
　葉を乾燥させるとクローゼットなどに
対する防虫効果があるといわれています。

○ローズマリー酵母
　ローズ マリー の 葉と砂 糖 水 を 使うと、
自家製の酵母やサイダーが作れるようです。

○地植えならばアープ推奨
　ほふく性のローズマリーは耐寒性がなく、池田町で露地栽培は
難しいため、室内で鉢植えにします。地植えするのではあれば比
較的耐寒性のあるアープという品種にしましょう。

○水はあげすぎない
　根腐れがおきやすいため、鉢表面が乾いてからあげる程度でよい。

《連載コラム》身近な暮らしにハーブで彩りと安らぎを

育て方

活用法主な品種

【問い合せ先】　産業振興課 農政係　℡ 62-3127

　サポータークラブ会員 吉川裕樹さんから「ハーブの栽培や活用を考えるにあたって、実際にハーブを

生産している農場を見たい」という提案があり、10 月 29 日（日）に小学生以下のお子さん２名を含む、

17 名で十日市場にある「あぶらや農園」を見学させてもらいました。

　ビニールハウス内でバジル、ディル、ルッコラにチェリーセージなどが育てられているところを見学し

ました。ミニトマトなどの野菜の一部をはじめ、ハーブについても定植などはあまり行わず、こぼれ種で

増やしているとのことでした。

　当日は雨が降ってしまい、残念ながら農園をくまなく見学することができませんでしたが、参加者から

は晴天時にぜひもう一度見学させてほしいという声もいただきました。

【問い合せ先】　産業振興課 農政係　℡ 62-3127

ハーブ農場見学会　花とハーブの里サポータークラブ活動報告

ハーブや野菜を使用してピザや焼いもを作り、
参加者で楽しみました

サポータークラブでは皆さんの「花とハーブ」に関する企画やアイデアを応援します。
ご興味がある方、ぜひお問い合わせください。

ハーブの生産方法やハウス内の様子を
見せていただきました
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◆
活
動
の
窓
◆

池
田
町
芸
術
文
化
週
間
開
催

　

町
芸
術
文
化
協
会
と
町
教
委
で
は
10

月
27
日
～
11
月
３
日
ま
で
芸
術
文
化
週

間
と
し
て
様
々
な
行
事
を
行
い
ま
し

た
。

◇
み
ん
な
の
文
化
祭
【
作
品
展
示
】

　

10
月
27
日
～
29
日
開
催
。
ま
も
な
く

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
現
施
設
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
今

年
も
公
民
館
で
開
催
。
約
千
点
の
作
品

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
２
回
町
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

10
月
30
日
は

昨
年
に
引
き
続

き
２
回
目
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
。

歌
好
き
約
50
人

が
集
ま
り
自
慢

の
歌
を
披
露
し

ま
し
た
。

◇
落
語
二
人
会

　

10
月
31
日
は
池
田
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
山や
ま
が
て
い

家
亭
神じ
ん
で出
さ
ん
と
松し
ょ
う
ふ
く
て
い

富
久
亭
祭ま
つ
りさ

ん
に
よ
る
落
語
二
人
会
を
開
催
。
長
編

の
怪
談
「
も
う
半
分
」
な
ど
を
披
露
。

◇
芸
文
教
映
画
鑑
賞
会

「
ミ
ラ
ー
を
拭
く
男
」

　

11
月
１
日
は
緒
形
拳
、
栗
原
小
巻
出

演
の
「
ミ
ラ
ー
を
拭
く
男
」
を
鑑
賞
。

◇
河
野
ひ
さ
し
の
ビ
デ
オ
上
映
会

　

11
月
2
日
は
ア
マ
チ
ュ
ア
ビ
デ
オ
作

家
の
河
野
ひ
さ
し
さ
ん
の
ビ
デ
オ
上
映

会
を
開
催
。
新
作
の
「
泉
小
太
郎
伝

説
」
や
「
か
か
し
上
げ
」
を
上
映
し
ま

し
た
。

◇
み
ん
な
の
文
化
祭
【
芸
能
発
表
】

　

芸
術
文
化
週
間
の
最
終
日
11
月
３
日

は
、
み
ん
な
の
文
化
祭
【
芸
能
発
表
】

を
開
催
。
15
の
個
人
・
団
体
が
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
せ
先
】
池
田
町
公
民
館

　

℡
62-

２
０
５
８

■
町
民
球
技
大
会
開
催
！

　

10
月
８
日
（
日
）
、
総
合
体
育
館
ほ

か
６
会
場
で
町
民
球
技
大
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
26
分
館
の
選
手
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

◎
野
球
の
部　
　
　
　

Ａ
リ
ー
グ　

優
勝　

滝
沢
、
準
優
勝　

堀
の
内
、
第
三
位　

正
科
・
豊
町

Ｂ
リ
ー
グ　

優
勝　

渋
北
、
準
優
勝　

三
丁
目
、
第
三
位　

相
道
寺
・
一
丁
目

Ｃ
リ
ー
グ　

優
勝　

四
丁
目
、
準
優
勝

和
合
、
第
三
位　

林
中
・
二
丁
目

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

優
勝　

林
中
、

準
優
勝　

内
鎌
、
第
三
位　

中
之
郷

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

優
勝　

千
本
木
台
、

準
優
勝　

滝
沢
、
第
三
位　

渋
田
見

◎
卓
球
の
部

優
勝　

一
丁
目
、
準
優
勝　

三
丁
目
、

第
三
位　

吾
妻
町

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

優
勝　

半
在
家
、
準
優
勝　

中
島
、

第
三
位　

林
中
Ｂ

◎
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
部

優
勝　

三
丁
目
Ａ
、
準
優
勝　

吾
妻

町
、
第
三
位　

鵜
山

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部

優
勝　

吾
妻
町
、
準
優
勝　

林
中
、

第
三
位　

四
丁
目

■
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
を
応
援
！

　

10
月
29
日
（
日
）
松
本
ア
ル
ウ
ィ
ン

で
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
対
Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
池
田
・
会
染
の
小
学
生
（
６

年
生
）
の
観
戦
希
望
者
を
招
待
し
、
生

憎
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
18
名
の
児
童
が

熱
心
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

■
町
弓
道
場
新
築
工
事
着
工
！

　

町
道
２
５
１
号
線
道
路
新
設
工
事
に

伴
い
、
現
在
の
弓
道
場
が
道
路
敷
地
に

な
る
た
め
、
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
北
側

の
ク
レ
ー
コ
ー
ト
（
土
舗
装
）
の
所
に

弓
道
場
を
移
転
新
築
し
ま
す
。

　

弓
道
場
の
完
成
は
、
来
年
２
月
28
日

の
予
定
で
す
。
10
月
17
日
（
火
）
に
工

事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
せ
先
】
総
合
体
育
館

℡
62-

７
６
５
４

公
民
館
よ
り

総
合
体
育
館
よ
り

体験コーナーも充実

最後は手をつないで大合唱！山家亭神出さん（左）と松富久亭祭さん（右）

懐かしのフイルムカメラを
手にする河野氏池田小唄保存会の皆さん

広報いけだ 14



　10 月 27 日から 29 日まで開催した「池田町みんなの文化祭【作品展示】」

今回の文化祭はスタンプラリーやクイズラリー等を行い、約 1000 点の作品を

多くの方にご覧いただきました。このコーナーでは番外編として、作品をより

深く鑑賞していただくために企画した「展示作品クイズラリー」で出題された

中から珠玉の作品を 3 点紹介します。

【サポートセンターに関する問い合せ先】池田町町民活動サポートセンター（池田町公民館内）℡ 62-2058

　池田町みんなの文化祭【作品展示】

出品団体　池田写真クラブ
作品名　　棚田展望
作者　　　相馬久次さん

番外編

展示風景

◇会　期：10 月 28 日（土）～ 12 月 10 日（日）

◇入館料：大人 600 円　高大生 450 円　中学生以下無料

「生きる」をテーマに、所蔵作家小島孝子のコレクショ

ンとともに、孝子の母校である女子美術大学出身作家の

作品を紹介します。

《12 月 10 日は小島孝子の誕生日です》

12 月 10 日（日）に本展をご観覧の方へ、ポストカードをプレゼント！

【問い合せ先】　北アルプス展望美術館（池田町立美術館）℡ 62-6600

小島孝子と女子美術大学同窓展　－生きる－

冬期休館のお知らせ　12月 11日（月）～２月28日（水）

写真の中の人のカバンの色は？　　　答え　黒色

出品団体　木彫の会
作品名　　弥勒菩薩
作者　　　有川劭さん

出品団体　花もめん
作品名　　タペストリー
作者　　　石田みよ子さん

挙げている手はどっち？
答え　右手

八角形の数は？
答え　130 個

収穫シーズンの棚田を展望し、撮影

された一枚です。秋の風が吹きぬけ

るような心地よい作品です。

重さ約 25 ㎏！堂々た

る貫禄のある作品で

す！作者の強い熱意が

感じられます。

130 個の八角形だけでな

く、外枠にも六角形があり

ます。色彩も素晴らしい作

品です。
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☆開館時間　　火・・・・・・・午後  １ 時～午後６時
　　　　　　　水・木・金・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日・・・・・午前 10 時～午後５時
☆ 12 月の休館日　　　  ４・11・18・25・29 ～ 31 日

（29 日から１月３日まで年末年始休館です）

その他の新着書
月夜の散歩 角田光代
かるい生活 群よう子
さくら、うるわし 長野まゆみ
毒と薬の文化史 船山信次
対岸のヴェネツィアから
 内田洋子
田舎の力が未来をつくる！
 金丸弘美
おじいちゃん 梅田俊作

ドビュッシーはワインを美味にす
るか？ ジョン・バウエル
頭の決まりの壊し方
 小池龍之介
小学校では学べない一生役立つ
読書術 齋藤孝
ノラネコぐんだん アイスのくに
 工藤ノリコ
いそげ！きゅうきゅうしゃ
 鈴木まもる

ありがとうのかんづめ
- 子育て短歌ダイアリー -

俵 万智　著
（小学館）

子育ては何もかも期間限定
のいとおしい時間…。
東日本大震災を機に移り住
んだ石垣島での心豊かな暮
らしを、短歌とエッセイで綴
ります。

ヴェネツィア便り
北村 薫　著

（新潮社）
時の向こうの暗闇を透
かす光が重なり合って
色を深め、プリズムの燦
めきを放つ《時と人》を
描く。なつかしくて色あ
ざやかな 15 の短編。

数え方の絵本
高野 紀子　作

（あすなろ書房）
数え方の基本から、大
人も迷う難しい数え方
まで、この１冊で「日本
語」の正しい数え方が
楽しく学べます。例え
ば…「花」は１輪？それ
とも１本？

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ
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クリスマスのおはなし会開催
『えいごであそぼ！クリスマスのまき』

☆日時：12 月 10 日（日）午前 10 時 30 分から 11 時 15 分
☆出演：高瀬中学校英語部の皆さん

『クリスマスのおはなしでてこ～い！』
☆日時：12 月 16 日（土）午前 10 時 30 分から 11 時 30 分
☆出演：あいそめぼんばーの皆さん

◎どちらも会場は２階児童図書室、参加費は無料です。
　どなたでもご参加ください。

年末年始の開館情報
12 月 26 日（火）、27 日（水）開館　午前 10 時から午後６時
12 月 28 日（木）開館　午前 10 時から午後３時
12 月 29 日（金）～１月３日（水）年末年始休館
１月４日（木）以降　通常通り開館

　

日
ご
ろ
、
池
田
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
女
性
団
体
は
、
皆
で
学
習
や
活
動
す
る
こ
と
が

楽
し
い
女
性
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
情
報
を
交
換
し

合
う
中
で
食
生
活
や
消
費
の
あ
り
方
な
ど
生
活
の
中

で
の
課
題
解
決
、
さ
ら
に
男
女
共
同
参
画
や
女
性
問

題
に
つ
い
て
学
習
を
積
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
視
察
研
修
で
は
、
神
城
断
層

地
震
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
糸
魚

川
大
火
の
後
の
復
興
や
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
た

め
、
白
馬
村
と
糸
魚
川
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

白
馬
村
堀
之
内
地
区
の
震
災
当
時
の
自
治
会
長

さ
ん
か
ら
、
ご
近
所
同
士
の
絆
が
「
白
馬
の
奇

跡
」
〈
誰
一
人
犠
牲
者
が
出
な
か
っ
た
〉
と
い
う

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
地
域

の
つ
な
が
り
の
強
さ
が
震
災
時
の
的
確
な
対
応

と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
そ
し
て
今
現
在
、
着
実

に
復
興
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
白
馬
村
の
底
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
北
地
域
は
、
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
断
層
帯
の
上
に
あ
り
、
今
後
30
年
間

で
、
M
８
ク
ラ
ス
の
地
震
が
明
科
以
北
で
最
大
16
％
、
明
科
以
北
で
最
大
30
％

と
い
う
高
い
発
生
確
率
で
あ
る
こ
と
も
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
糸
魚
川
市
で
は
大
火
跡
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
何
回
か
の
歴

史
的
な
大
火
災
の
経
験
か
ら
、
一
人
の
犠
牲
者
も
出
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、

日
ご
ろ
の
防
災
意
識
、
危
機
意
識
が
実
際
の
災
害
に
直
面
し
た
と
き
に
発
揮
で

き
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。
池
田
町
の
防
災
に
つ
い
て
女
性
の
視
点
で
考
え

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
を
進
め
合
い
、
支
え
合
う

関
係
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
団
体
連
絡
協
議
会 

会
長　

森
泉 

恵
子



暖
房
器
具
の
取
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
便
利
な
器
具
に
は

火
災
の
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。　

暖
房
器
具
の
取
扱
い
で

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
衣
類
な
ど
の
乾
燥
に
使
わ
な
い

　

ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
乾
燥
さ
せ
て

い
る
際
に
衣
類
が
落
下
し
、
火
災
を
引
き
起

こ
し
て
し
ま
う
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

冬
は
洗
濯
物
が
乾
き
に
く
い
時
期
で
す
の

で
暖
房
器
具
の
周
り
で
乾
燥
さ
せ
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
近
く
に
置
か
な
い

　

暖
房
器
具
の
上
や
近
く
に
ス
プ
レ
ー
缶
な

ど
を
放
置
し
て
い
る
と
熱
せ
ら
れ
た
缶
の
内

圧
が
上
昇
し
、
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
就
寝
時
や
外
出
時
は
必
ず
消
火

　

布
団
な
ど
が
接
触
し
て
火
災
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き

は
暖
房
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
・
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

は
、
長
期
間
使
用
し
な
い
と
き
に
は
、
誤
っ

て
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電

池
で
点
火
す
る
器
具
の
場
合
も
忘
れ
ず
に
電

池
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

● 

給
油
に
関
し
て

　

給
油
時
は
必
ず
消
火
し
、
火
が
消
え
た
こ

と
を
確
か
め
て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
へ
の
給
油
は
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
等
と
は
別
の
場
所
、
火
気
の
な

い
場
所
で
行
い
、
タ
ン
ク
の
口
金
が
確
実
に

締
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
セ
ッ
ト
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
漏
れ
て
し
ま
っ
た
油
は
、
よ
く
拭

き
取
り
ま
し
ょ
う
。

●
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
注
意
！

　

一
酸
化
炭
素
は
石
油
や
ガ
ス
、
炭
な
ど
の

不
完
全
燃
焼
に
よ
り
発
生
し
ま
す
が
、
無
色
、

無
臭
の
た
め
、
発
生
し
て
も
気
が
つ
き
に
く

く
、
最
悪
の
場
合
に
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

一
酸
化
炭
素
中
毒
は
、
換
気
を
行
う
こ
と

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
室
内
に

お
い
て
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
器
具
な
ど
を

使
用
す
る
際
は
、
換
気
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

℡
６
２-

０
１
１
９

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９

高 瀬 中 学 校

「
つ
な
が
る
学
校
」
を
目
指
し
て

　

今
年
度
高
瀬
中
学
校
で
は
「
つ
な
が

る
学
校
」
を
合
い
言
葉
に
、
考
え
を
伝

え
あ
い
、
つ
な
ぎ
あ
う
授
業
実
践
を
通

し
て
物
事
を
注
意
深
く
考
え
る
生
徒
、

自
己
有
用
感
（
自
分
が
人
の
役
に
立
っ

て
い
る
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う

意
識
）
を
高
め
、
自
ら
学
ぶ
生
徒
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

重
点
の
一
つ
目
と
し
て
、
課
題
解
決

に
向
け
、
生
徒
が
主
体
的
・
協
働
的
に

学
ぶ
場
を
設
け
、
楽
し
い
と
思
え
る
授

業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

10
月
18
日
に
は
、
北
安
曇
郡
と
安
曇

野
市
か
ら
40
名
ほ
ど
の
社
会
科
の
先
生

が
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
本
校
の
社
会
科

の
先
生
方
が
進
め
て
き
た
「
友
達
と
関

わ
り
な
が
ら
考
え
を
深
め
る
グ
ル
ー
プ

活
動
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
授
業
を
公

開
し
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
学
び
合
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
10
年
先
を
見
通
し
て
、

学
校
生
活
や
教
科
学
習
で
ど
の
よ
う
な

力
を
つ
け
、
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て

て
い
け
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
話
を

聞
き
ま
し
た
。
午
後
は
、
池
田
町
探
訪

と
称
し
、
荻
窪
金
型
、
大
雪
渓
酒
造
を

見
学
し
、
池
田
町
の
も
の
づ
く
り
や
人

づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

重
点
の
二
つ
目
と
し
て
、
授
業
を
含

め
、
友
達
の
良
い
と
こ
ろ
を
積
極
的
に

認
め
、
伝
え
あ
う
こ
と
を
通
し
て
、
生

徒
の
自
己
有
用
感
と
自
尊
感
情
を
高
め

る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
７
日
に
は
、
文
部
科
学
省
人
権

教
育
研
究
指
定
校
と
し
て
、
２
年
目
の

取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
年
度

本
校
が
進
め
て
き
た
教
科
学
習
の
中
で

自
己
有
用
感
を
高
め
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
２
年
生
の
国
語
と
数
学
の
授
業

を
公
開
し
、
県
下
の
小
中
学
校
や
公
民

館
か
ら
20
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
集
ま
り

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
生
徒
た
ち

が
協
働
的
に
学
び
合
う
姿
を
高
く
評
価

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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（
池
田
町
短
歌
同
好
会
選
）

鮮
や
か
に
庭
埋
め
つ
く
す
万
寿
菊
こ
の
香
を
虫
は
嫌
う
か
寄
ら
ぬ

磯
谷
留
美
子
（
滝　

沢
）

ア
ル
プ
ス
の
峰
々
曇
り
て
見
え
ず
と
も
語
ら
う
友
と
の
バ
ス
旅
た
の
し

鬼
窪　

隆
則
（
吾
妻
町
）

干
柿
に
軒
明
か
り
し
嫗
お
う
な

の
庭
今
年
ひ
そ
け
し
い
か
に
し
つ
ら
む

斉
藤　

恵
子
（
滝　

沢
）

月
見
草
花
白
き
ま
ま
の
朝
つ
づ
き
冬
の
初
め
を
頬
に
感
じ
ぬ

酒
井　

鈴
子
（
吾
妻
町
）

晩
秋
の
白
馬
の
峡
の
木
枯
ら
し
に
錐き

り
も揉

み
な
し
て
も
み
ぢ
葉
の
散
る

小
林　

栄
子
（
四
丁
目
）

有あ
り
あ
け

明
山
の
紅
葉
染
め
た
る
山
す
そ
に
雨
上
り
ゆ
き
虹
の
立
つ
朝

中
沢　

枝
（
十
日
市
場
）

宝
石
を
扱
ふ
が
ご
と
吊
し
干
す
柿
に
秋
陽
の
照
り
て
ほ
の
ぼ
の

中
山　

都
子
（
豊　

町
）

息
子
の
恩
師
の
卒
寿
の
祝
の
返
礼
と
ふ
京
の
佃
煮
味
わ
い
深
し

平
林　

一
郎
（
一
丁
目
）

終よ
す
が
ら夜

を
荒
び
し
風
の
を
さ
ま
り
し
庭
に
濃こ

ぞ
め染

の
楓

か
え
で

葉
ひ
ろ
ふ

平
林　

芳
子
（
一
丁
目
）

季と
き

く
れ
ば
燃
え
た
つ
さ
ま
の
紅
し
だ
れ
庭
師
は
事
も
な
げ
に
剪
り
ゆ
く村

山
み
ち
子
（
三
丁
目
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
首
。
掲
載
順
は
氏
名
五
十
音
順

※
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

２月号掲載短歌募集
はがきに作品 1 点を記入し、

12 月末日までに投稿してくだ

さい。作品には①地区名②氏

名③電話番号④中学生以下の

方は学校名と学年を明記して

ください。投稿多数の場合は、

選者により選考（10 首以内）

して掲載します。なお、選者

により語句の訂正等をさせて

いただく場合がありますので、

ご了承ください。

■あて先 

　〒 399-8696（住所不要）

池田町役場 総務課 総務係

℡ 62-3131

　11 月 11 日（土）、これまで特定農業団体として

地域の農業を支えながら活動してきた中島、滝沢南

部、内鎌、十日市場の４つの営農組合が、新たに農

事組合法人「池田町ファーム」を設立しました。

　この法人は加入組合員 101 名、総面積 106. ６ha

という規模を生かし、組合員同士の協働の力で効率

的で安定的な農業の経営を目指します。

　町の推進する「池田町一農場」への大きな一歩が

踏み出されました。

池田町ファーム設立総会 信金池田支店リニューアル

　11 月６日（月）、アップルランド跡地の商業等

活用エリアに松本信用金庫池田支店がリニューアル

オープンしました。

　新しい店舗をいち早く見ようとオープン前から多

くの方が列をつくっていました。

　町の皆さまの生活を支える金融機関として今後の

ご活躍を期待します。
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　10 月 22 日（日）に執行されまし

た衆議院議員総選挙池田町投票区の投

開票結果をお知らせします。また、同

日には、最高裁判所裁判官の国民審査

も行われました。

衆議院小選挙区
《投票結果》
　　有権者数　投票者数　投票率

男　4,125 人　2,764 人　67.01%

女　4,571 人　2,883 人　63.07%

計　8,696 人　5,647 人　64.94%

《開票結果》届出順
 候補者名　　党　派　　　　得票数

手塚 大輔　日本維新の会　   752 票

下條 光康　希望の党　　　2,007 票

中川 博司　社会民主党　　1,165 票

務台 俊介　自由民主党　　1,473 票

衆議院比例代表
《投票結果》

　　有権者数　投票者数　投票率

男　4,125 人　2,764 人　67.01%

女　4,571 人　2,882 人　63.05%

計　8,696 人　5,646 人　64.93%

《開票結果》届出順

　　党　派　　　　得票数

　公明党　　　　　550 票

　日本維新の会　　346 票

　幸福実現党　　　  28 票

　社会民主党　　　258 票

　自由民主党　　1,288 票

　希望の党　　　1,120 票

　日本共産党　　   796 票

　立憲民主党　　1,095 票

　失業・倒産・多重債務・家庭問題な

ど、生活上の問題について、弁護士に

よる法律相談と保健師による健康相談

を行います。

　相談は無料で、秘密は固く守られま

す。

○ 日 時　12 月 １ 日、 ８ 日、15 日、

22 日　いずれも金曜日

　午前 10 時から午後３時

○場所　大町合同庁舎１階　

　　　　大町保健福祉事務所　診察室

○申込み　相談は予約制です。相談日

の２日前の水曜日までにお電話でお申

込みください。

【予約・問】

大町保健福祉事務所　健康づくり支援

課　保健師　　℡ 23-6529

　行政相談とは行政に対する苦情や意

見等を町民のみなさんからお聞きし、

その解決や実現を目指す制度です。相

談は無料で秘密は固く守られます。

○日時　12 月 20 日（水）

　　　　午前９時から正午

○会場　池田町福祉会館

　　　　（ごりょうの郷）静養室２

○行政相談委員　松田 親人委員

【問】総務課 総務係　℡ 62-3131

　大町人権擁護委員協議会では、人権

擁護委員による「人権特設相談所」を

開設します。「近隣、家庭、相続、い

じめ、セクシャルハラスメント、女性

差別等」の心配ごと、悩みごとなどの

相談を受け付けます。相談は無料で、

秘密は固く守られます。

○日時　12 月６日（水）

　　　　午前９時から正午

○会場　池田町福祉会館

　　　　（ごりょうの郷）

○相談担当者　人権擁護委員

【問】大町人権擁護委員協議会

　　　℡ 22-0379

衆議院議員選挙結果

くらしと健康の相談会開催

行政相談

人権特設相談所開設
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間時付受時日容内
分00時01～分54時９前午）月（日81月21談相児育児月か２

４～５か月児健診 平成29年７月、８月生まれ 12月20日（水） 午後１時00分～１時15分
分00時01～分54時９前午）金（日51月21談相児育月か６

７～８か月健診 平成29年４月、５月生まれ 12月20日（水） 午後１時00分～１時15分
分03時９～分51時９前午）火（日５月21談相児育月か01～９
分00時01～分54時９前午）月（日４月21談相児育月か３歳１

）金（日51月21診健児歳２
３歳児・未就園児健診 平成26年10月、11月生まれ 12月１日（金）

分03時９～分51時９前午）金（日22月21室教食乳離
分03時01～分51時01前午）月（日52、）月（日11月21ジーサッマんゃち赤

平成29年５月、６月、７月生まれ

乳幼児健診・予防接種等のお知らせ
対象児・対象者

会場・連絡先：保健センター（やすらぎの郷内）　TEL 61-5000
※お子さんの具合が悪くなった等都合で来られない方は電話連絡をお願いします

乳幼児
健診等

平成29年10月生まれ

平成28年９月生まれ
平成27年11月、12月生まれ

平成29年３月、５月、７月生まれ
１か月健診終了後～７か月くらいまで

午後１時00分～１時15分

平成29年１月、２月、３月生まれ
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

12月　3日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

12月10日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 菊地クリニック 21-2580

12月17日（日）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 小野医院 22-0047

12月23日（祝）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 平林医院 22-2525

12月24日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 横澤内科医院 22-0371

12月30日（土）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

12月31日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 野村クリニック 85-0085
北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1F

毎週月～土19時～21時
26-6199

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～午前11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

12月　3日（日） おだ歯科 72-6482

12月10日（日） あづみ野歯科 62-2332

12月17日（日） オクハラデンタルクリニック 23-0500

12月23日（祝） いいざわ歯科医院 23-7050

12月24日（日） 小谷歯科医院 82-2762

12月30日（土） 小田切歯科医院 62-3134

12月31日（日） 大町病院口腔外科 22-0415

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

12月　3日（日） 池田土屋薬局 61-5021

12月10日（日）
キムラ薬局 62-5210

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

12月17日（日） フロンティア薬局安曇野店 61-5500

12月23日（祝） 松川とをしや薬局 61-1527

12月24日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

12月30日（土） なつめ薬局 85-0536

12月31日（日） 池田土屋薬局 61-5021

■人の動き
11月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 10,047人　（△11）
　　　男 4,823人　（＋1）　女 5,224人　（△12）
●世帯数 3,956世帯（△6）

■12月の主な行事
期　　日 行　事　名

12月　１日（金） 年末交通安全運動（31日まで）

12月　３日（日） 粗大ごみ回収日

12月27日（水） 消防団年末特別警戒（30日まで）

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

1 2 月 　2日（ 土 ） （有）アルテ長野 0263-83-6565

1 2 月 　3日（日） 安曇さく泉工業（株） 0263-72-4512

1 2 月 　9日（ 土 ） （有）環境クリーンサービス 090-8773-4088

12月10日（日） （有）一本木建設 22-8498

12月16日（土） ヒラタ設備（株） 0263-58-2310

12月17日（日） （株）ピュアハウス 85-0970

12月23日（土） （株）大北設備 090-3093-4395

12月24日（日） 建設設備 62-5545

12月29日（金） （有）テクノ安曇野 090-7267-6923

12月30日（土） 稲洋水道（株） 090-1200-9731

12月31日（日） （株）クサダ 0263-48-3119（24H対応）

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■12月の納税等
町県民税（第4期）　　　　　　【納期限12月25日】
国保税・後期高齢（第6期）　　【納期限12月25日】
※口座振替日は 12 月 25 日（月）です。前日までに残高の確認をお願いします。


